
粘着性食品の付着抑制
マイクロディンプル処理®で形成される凹凸によって、粘着性
食品の付着抑制が可能です。
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mechanism

ハンバーグのタネ 付着実験結果
SUS304製市販ボールでハンバーグのタネを捏ねた後の画像

マイクロディンプル処理®では、粉体の付着抑制やフィルム
の滑り性向上はもちろん、ハンバーグのタネや餃子の皮、パン
生地などの粘着性食品の付着抑制も可能です。ニーダーな
どの装置内面やブレンダーなどに処理をすることによって、食
品ロス対策ができます。メンテナンス回数を減らすことができ、
人手不足や洗浄時間の短縮にも効果を発揮します。麺帯
ローラーやお菓子の生地の金型などに処理をすることによって
生地の剥離性や離型性が向上するなど、食品分野の様々
な場面で活躍しています。
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形成されたマイクロディンプルで洗浄性が向上
付着しにくく洗いやすい
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さらに!

原料ロス対策
剥離性・離型性向上

メンテナンス性の向上に


